研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　青南病院　　　　　職　種　　作業療法士　　　　氏　名　　飯野　静香

	期　　間　　平成22年12月3日　～　平成22年12月6日

	出張目的　　勤続5年海外研修参加

	出 張 先　　グアム

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【全体の考察】

全体に楽しく参加することが出来た研修であった。目的の慰安は十分に達成され、親睦を深めることも出来た。通常の出張報告書作成では医療情勢にしかなかなか目が向かないが、今回の出張報告書では、社会情勢に目を向けることができて面白かった。色々な物事を知っておくと、何かのときにつながりを持って考えられるため良いと思った。

よく私は井の中の蛙だと思うことがある。私が知っていることは世の中のほんの一部のことであり、知らないことがほとんどである。様々な土地・様々な人にふれあい、様々な体験をすることで、自分の視野は広がる気がする。そして価値許容範囲は広がり、人間的にも成長できる気がする。今回初のグアム旅行をさせていただき、私は何か変わっただろうか？聞かれてすぐに答えられるものではなく、何かのときにグアムでの経験により変化したのだと気付くものであろうと思う。

青森に引っ越して以来、一度も海外に出かけたことがなかった。少し億劫になっていた。しかし、今回出かけてみて、またどこかに行く機会を作ってみるかな？という気になれた。グアム研修に参加させていただき、本当にありがとうございました。

【研修内容】

研修内容は、ジャーナルと感想が主となる。

今回、初めてのグアム旅行、そして7年ぶりの海外旅行をさせていただいた。これまでの海外旅行といえば、ツアーなどで日々の旅程がおおよそ決まっているものだった。ツアーガイドにより全ての段取りを行ってもらい、困ったことがあれば即座に解決されていた。今回の旅行は自由行動が主のため、自分たちで計画を練り行動を起こす必要があった。事前にオプショナルツアーの内容を確認し、インターネットを検索し、ガイドブックを購入し、旅行経験者の話を聞き、様々な想いをめぐらせながら旅の途についた。

1日目：日本出国　買い物・周辺散策
成田空港を10:00フライト予定の飛行機が、悪天候のためか10:45フライトに変更となった。往路の飛行機は気圧が安定せず、離着陸時かなり飛行機が揺れたように思う。飛行機の揺れが苦手な私にとってはかなり恐ろしかった。飛行機の高度が上がりきるまでの間、着陸するまでの間、臨席に座る同旅行参加者の上野さんの腕につかまらせてもらい、揺れによる私の恐怖感は幾分やわらげられた。上野さんに助けられ、フライト時間3時間半をなんとか機内で過ごし、無事グアム空港に到着した。

グアムへの入国審査では、私の先に山田さん・上野さんが審査に入った。右端のほうで入国審査を受ける山田さんは、しきりに首をひねり、頭上にクエスチョンマークがたくさん浮かんでいるようなキョトンとした表情をしていた。対する左端では、上野さんが何やら怒られている様子で、手掌を指紋照合機械に押し付けられていた。2人に何が起こっているのか分からず、不安を抱えながら自分の順をむかえたが何事もなく終了。その後2人の審査エピソードを聞き、転げるくらいに笑った。旅行中の4日間で何度その話をネタに話をしたか数え切れないくらい同じ話をした。山田さんは、審査官の「左手」の指示を「ひらいて」と聞き誤り、開ける限り指を広げていたようだ。上野さんは、審査官の「親指」の指示に、親指をどうすれば良いか分からず、手をお碗型にすくめて親指を内側に閉じこんだところ、「ノー。初めて!!!!?」と言われ、手掌を指紋照合機に押し付けられたようだ。勝手を知っていればおおよその見当がついたのだろうが、全く分からなかったための結果だったようだ。国により入国審査も異なる。次回、海外に出かける際には、そういったことも下調べして行く方が賢明かもしれないと思った。

ホテルまでの道のりは混載車で移動した。車窓に映るグアムの街並みは、空や海・木々の色合い、人、建物や植物など、日本とは異なる点が多くとても興味深かった。私にとってとりわけ興味深かったのは、車と道路、交通ルールだった。交差点に停止線がない。歩行者信号の表示が違う。速度標識はマイル。交差点で車は赤信号でも右折していく。そもそも走行車線が日本と反対。頭の片隅に、グアムで車の運転をしてみたいという思いがありはしたが、早々に断念した。車を眺めると、トラックやバスの顔がとても可愛らしい。古い型の車が多く走っている。日本車がしばしば見られる。タイヤに全く溝が残っていない状態で時折タイヤを空転させながら走っている車が時々見られる。古い車に乗り続けること、溝なしタイヤで走っていることは、国民性の違い？価値観の違い？それとも気候の違い？法律や取り締まり状況の違い？経済情勢の違い？何による違いなのかな？と思った。アメリカ映画ではよく車が突然故障するシーンがあったりするが、皆古い車に壊れるまで乗り続けるからかな？などと一人考えながら、バスはホテルに到着した。

ホテルのフロントマンは実にのんびりとしていた。チェックインの依頼後、特に急ぐ様子もなく、のんびりと動いていた。国民性の違いであり、フロントマンには何の悪意もないのだろうが、多少イライラとした。ようやく鍵を受け取り、3泊5日の間お世話になる部屋へと入った。バルコニーからは海、そして恋人岬も望めた。眺望がよいため、さっそく同室者3人それぞれにバルコニーで写真撮影。その後、室内を物色。日本のホテルとはやはり違う。コンセントの差込口がボロリと取れていたり、浴室にカビが生えている部分があったり、ベッドのスプリングが壊れていたり、水周りがあまりきれいではなかったり…。ホテルスリッパ一足をユニットバス用に設置しながら、日本人は神経が細かいなと我ながら思った。

30分ほどの休息の後、5人で外へと繰り出した。ホテル前には、商店街のように様々な店が立ち並んでいた。デューティーフリーも近くにあった。町には日本語の看板、フリーペーパーが多く見られ、日本語での客の呼び込みも盛んだった。店の店員は様々だったが、日本なら確実に怒られるであろう無愛想さ極まりない店員、アメリカンジョークで私達を困惑させる店員、驚くほどにフレンドリーな店員がいたことが印象的だった。私の海外に住む友人達もこんな感じだなと思った。年に一度帰国したときに会う事があるが、再会はハグに始まる。そのため八戸ではおかしな噂が流れるが仕方ない。国民性、県民性の違いだろう。自由さが羨ましかった。様々に考えながら、初日にも関わらず買い物ばかりした結果、残る3日間をどう過ごすか考えなければならないほど財布が寂しくなった。

夕方、ホテルへと戻った。空腹のため飲食店を探しに行こうとする私達に、ホテル前にいたタクシー運転手が、焼肉“将軍”という店に案内してくれた。店名は日本語だが、店内は日本と中国の折衷のような内装だった。カウンターの東洋人のような風貌をした女性は、チャイナ服を身につけていた。チャモロ人と思しき店員が目の前の鉄板で、炎とアクロバティックな演出をユーモアさで彩りながら調理を行ってくれた。焼肉というよりステーキ店のような印象が強かった。バターと醤油、塩コショウで濃く味付けられた、肉・エビ・野菜を食べた。日本人の口に合う味付けで美味しかったが、ご飯好きの私はさっそく日本の白飯が恋しくなった。魚やあっさりとした味のものが食べたくなった。

帰路は、店の車でホテルまで送ってくれるとのことだったが途中で降車し、5人で夜のグアムの街を歩きホテルに戻った。

2日目：グアム島内タクシー観光

まだ眠っていたかったが、同室者2名がスカイダイビングをやりたいということで、眠い目をこすりながら朝早くから起床した。別室の2名も加わり、5名で昨日に続いて町へと繰り出した。スカイダイビングは、明日の予約となった。本日は、2名がジェットスキー、3名がグアム島内めぐりへと別れて行動することになった。私は、グアム島内めぐりに参加することにした。

ホテルに戻ると、すでに乗り合いバスでのツアーはすでに出発していた。昨日焼肉店に案内してくれたタクシー運転手を探し、タクシー使っての観光を依頼した。規定料金は250ドルと記載されていたが、プライスダウンを要求する前に230ドルでいいと運転手は言った。その後に運転手にグアムの平均賃金について問うたところ、“時給7ドル”と話していた。230ドルはその平均から考えると、約33時間分の労働に値する額である。運転手の取り分がその中のどのくらいかは分からないが、かなり良い商売のように感じられた。

出発直後、私達を乗せたタクシーはMobil石油に寄り道した。グアムのガソリン料金について問うと、“日本の3分の１くらい。日本は高い”と話していた。なぜそんなにガソリン価格に差があるのか気になり、帰院後に調べた。私の頭の中で、産油国といえば中東しか思いつかない。しかし、米国は世界の産油量の10％以上を生産している大産油国（消費量は世界の1/3）であるとあった。米国は、メキシコ湾岸、テキサス、アラスカに多くの油田を持っている。しかし米国は、国内産の油は採油コストが掛かり割高なのと、いざと言うときの為に出来るだけ温存しようということで、領土内の油田にはあまり手をつけないようだ。ガソリン価格の違いは原油原価の差にもよるが、税率の違いによるものが大きいようだった。米国は州平均で18.3％、対する日本は50.9％と、大きな違いがあった。グアムには、アメ車の燃費の悪そうな車も多く見かけられた。日本はガソリンが高いが、グアムではガソリン価格が安い。そのため、日本ほど車の燃費について深刻に捉える必要がないのかもしれないと思った。私は、車で長距離を移動することが好きだが、数年前にガソリン価格が高騰して以来、移動する際にもガソリン価格が気になり、そうそう安易に出かけられなくなっている。米国がうらやましく感じた。

観光ルートはタクシー運転手にお任せした。私個人としては、チャモロビレッジやラッテストーンなどの文化遺跡、そして戦争記念館を訪れたかったが、素通りしてしまった。観光ルートは、【フィッシュアイ・マリンパーク】⇒【アンダーソン空軍基地】⇒【ソレダッド砦】⇒【タロフォフォの滝】⇒【横井ケーブ】⇒【恋人岬】の順でめぐった。

【フィッシュアイ・マリンパーク】

海上の橋300メートルを歩いた先に、海中展望塔があった。海上の橋の下には魚と、シュノーケリングを練習する人々がいた。橋からは、何種類かの魚を確認することが出来た。中でも印象的だったのは“オキザヨリ”という1メートルくらいの細長の魚で、名前の通りサヨリのような格好の魚だった。円を組んでシュノーケリングを練習する人の輪の中に、一緒になって並んでじっと静止するオキザヨリが面白かった。このあたりの魚はあまり人を警戒しないのか、マリンスポーツを楽しむ人のすぐそばに魚が群れていたりする。テレビなどではよく見かけるが、実際に見ると不思議なものだった。

海中展望塔のラセン階段を下りると、海中を見渡す事が出来るガラス張りの空間になっていた。当日は海の透明度が悪かった。そのせいか、色鮮やかではない魚の群れが見られたが、それ以外の魚が確認できず、遠くまで海を見渡すことができなかった。入場料が1人16ドルだったが、3人で40ドルで良いと言われて喜んで出かけたが、それだけの価値があまり感じられなくて残念だった。

【ソレダッド砦】
到着し降車するとすぐに、ニワトリをおともに従えバナナの房を手に持つ初老の男性が近づいてきた。岡山県出身の日本人で、現在はグアムに在住していると話されていた。近くにはその他に2頭の水牛と、体格のよいチャモロ人1人がいた。初老の男性は、水牛にバナナをあげると食べると話し、私達にバナナを一本ずつくれた。その後、上野さんはチャモロ人に引かれた水牛の背中に乗って、ソレダッド砦を岸壁まで散歩していた。私は、初老の男性が仕事で行っているように見えるが

【タロフォフォの滝・横井ケーブ】

そこは周囲には何もなく、野豚なのか道の脇に豚が多く見られ、その背後にはたくさんの緑が広がる場所にあった。入場ゲートを過ぎるとロープウェイがあり、それを利用して山中を移動した。下りた先にはタロフォフォの滝があった。グアム最大の滝ということで、私は落差が大きく激しい水しぶきを放つような滝を想像していたが、実際は穏やかでやさしい滝であった。滝つぼでは子供が遊んでいた。日本とは地形が違い、標高の高い山はないのだから落差は小さくて当たり前だろう。なるほど納得と思いその場をあとにした。

滝の先には小さな歴史資料館があった。スペイン統治時代、日本統治時代、アメリカ統治時代など、グアムがまだ植民地としてチャモロ人が鞭で叩かれ奴隷として虐げられる様子が、ジオラマで展示されていた。ここに来る前に見た砲台や、防空壕、見張り台などのイメージと、このジオラマ、幼い頃に祖父に聞かされた戦争の話が頭の中でシンクロした。

祖父は、95歳にして今尚戦争の夢を見て夜中に大声で叫び目を覚ます事がある。祖父は憲兵曹長だった人だが、気持ちが優しく、例え動物や昆虫であっても殺生をすることを好まない。しかし、戦争中は感覚が麻痺していたし、麻痺させなければ生きていけなかったと話していた。憲兵といえば、軍隊の中でも嫌われ者である。ましてや曹長であれば尚の事。満州で終戦を迎えた祖父は、中国人によって磔にされ銃殺される寸前のところを救われ、帰国してきたのだと話していた。観衆の中に以前に助けた中国人がおり、その人は恩人だから殺さないでくれと声をあげ、生き長らえたのだと言う。腹部には銃による弾痕が残っている、マラリアにかかり生死の境を彷徨ったこともあると話していた。ジオラマを見ながら、昔聞いたそんな話を思い出していた。

喜んで戦争に参加する者もなかにはいるかもしれないが、おそらく多くは参加などしたくない者ばかりであろう。私もそうなれば絶対に参加などしたくはない。例え戦争勃発理由に共感しうるところがあったとしても、出来れば平和的な解決方法を取りたい。戦争に参加する人たちは、恐怖や慈悲の心と戦い、自分自身の心を使命感やあきらめにより捻じ曲げながらそこに身を投じるのではないだろうか。まだ年若く、未来にたくさんの希望を持つ者達がそこに借り出され、希望は散り死す。生き残っても、何らかの心身障害が残されるように思う。戦争は、優勢・劣勢、虐げる側・虐げられる側を問わず、双方に苦しみを伴うものなのだと思う。ディズニーランドのIt’s a small worldのように、「人種や性別、国籍、言語の違いがあっても何のしがらみもなくすぐに友達になれ、ケンカしても泣いて笑ってすぐに仲直りしてしまう。まさしくこれが平和の世界」という世の中が作られることを願う。
歴史資料館の裏手に、横井ケーブにつながる道があった。私達は歩かずに乗り物に乗って横井ケーブまでを移動した。横井ケーブは、太平洋戦争時代から約15年もの間横井庄一さんが潜伏生活を送っていたとされる洞穴である。川の脇の、竹の生い茂る場所の地中に洞穴があった。竹の下は根が張り地盤が安定しているというような話を聞いた事があるが、それを知っていてここに穴を掘ったのだろうか？川があるので、水と魚には困らなかったのかもしれないなど、様々に考えた。ともにここに潜伏した二人の仲間は順にここで亡くなったようで、仏様が設置されていた。こんな場所に、15年もの時を、横井さんは何を思い過ごしていたのだろうかと感慨深く思った。

この研修記録を書く際に、横井ケーブについて調べてみた。どうやら本物の「横井ケーブ」はタロフォフォの滝から近い別の密林地帯にあるようだが、密林の奥深くにあり、とても観光ではたどり着ける場所ではないらしかった。確かに15年も見つからないでいられたのだから簡単に行ける場所であるはずがないと思った。少し残念さを感じた。

【恋人岬】

恋人岬（Two　Lovers　Pont）、2人の愛し合うチャモロ人が投身自殺をしたお話が残される場所。ここを訪れ結ばれた人々の名前が刻まれた石碑があった。日本人の名前ばかりが刻まれていた。たまたま日本人と思われる二人が写真撮影をしていた。女性はウェディングドレスを身に纏っていた。何ドルかを支払えば展望台にいけるようだったが、長谷部さんと上野さんと私で行く場所でもないかな？と思い、展望台にはあがらずに終わった。
タクシー観光の道中、道の脇に無造作に置かれた旧日本軍の戦車を見かけた。太平洋戦争の生き証人たちが少なくなった今も、この地で戦争があったことをひっそりと主張し続けているように見えた。ソロモン諸島にいる私の友人にこの旅の経験を伝えたところ、一冊の本を紹介された。百田尚紀さんの「永遠の零(ゼロ)」という本で、サイパン、パラオ、フィリピン、ソロモン諸島、グァム、ハワイと南太平洋の島国と日本の太平洋戦争の話だということだった。早速書店に行って購入しようと思った。
3日目：グアム島内無料バス観光・買い物

赤いシャトルバスという名前の通り赤いバスが、日本語で“赤いシャトルバス”と書かれて街中を走行している。そのバスの無料券を初日にいただいていたが、3日目にして初めて活用し、グアムプレミアムアウトレット、マイクロネシアモールに出かけた。

出かける前は、グアムプレミアムアウトレット、マイクロネシアモールであれば、アウトレットの方が興味があった。しかしアウトレットは、あまり興味のある店舗がなく、実際出かけてもあまり興味のある場所がなかった。早々にアウトレットを出て、マイクロネシアモールに移動した。

マイクロネシアモールは店舗数が非常に多く、120店舗の店があった。全部の店を回りたかったが、全てを回りきれずにホテルに戻る事になった。私は、本屋と香水専門店で多くの時間を費やした。妹の子供へのクリスマスプレゼントに絵本をプレゼントしたかった。うまく表現できないが、絵がパタパタと動く絵本と、対になる言葉が何かを答え、紐を引くと答えが絵と共に出てくるような本を3冊購入した。外国の本は日本とは本と開く方向が逆になっていた。外国の絵本は、英語が少ししか分からない私にも理解できる程度の英語で構成されており、日本の絵本とは異なるタッチの絵が描かれていて、楽しく立ち読みが出来た。ちょうどクリスマス前のシーズンであったこともあり、たくさんの絵本が店頭に並べられていて、私の心はうきうきした。1時間くらいの時間を本屋で過ごした。その後、香水専門店に移動した。日本は、次々に新しい香水が発売され、定番の香水や旬を過ぎたような香水は店頭に並べられる事が少ない。私は、夏はアルマーニのジオ、冬はランコムのトレゾアを、好んで昔から使用していた。しかし、最近では日本の店舗ではなかなかみかけられなくなった。その2種の香水が、2店舗共に陳列されていた。その後、デューティーフリーでも、ホテル前の店でも売られているのを発見した。日本人はきっと新し物好きで、次々と新しい物に目移りする人種なのかもしれないと思った。私の好きな香水は、2種類とも入手する事が出来た。

一旦ホテルに戻り、長谷部さんも合流して4人でデューティーフリーに出かけた。何も買い物できなかったが、昨日が私の誕生日という事で、長谷部さんが4人でケーキを食べようと提案してくれた。あまり誕生日が嬉しい年齢ではなくなったが、やはり祝ってもらえるという事はとても嬉しいことだった。一語がたくさん乗ったケーキを食べさせてもらった。皆さんありがとう。

さて、その時点で私の財布には57セントしかなくなった。本日の夜と明日半日をどのようにして過ごしていくか悩ましい限りであった。

その日の夕方は、前日に引き続き院長も含めた6人で魚を扱う飲食店に出かけた。イセエビや、ハタの一種だというお魚を調理したものを食べさせていただいた。イセエビは、小学生の頃にシンガポールに旅行に行った時に食べたのが最後だったように思う。それ以降に食べた記憶がない。非常においしく、手指や口の周りにイセエビにかかった餡をたくさんつけてみんなで頬張った。ハタはとても淡白でおいしい魚だった。グアムに来てから脂の多い食事ばかり食べていたため、胃が喜んでいる感じがした。

4日目：海水浴　日本帰国

初日に購入した水着をまだ一度も使用していなかった。本日が最終日であるため、なんとしても使用しなければなるまい！ということで、朝7時頃から海に出た。さすがにまだ海水は冷たかったが、8時頃より徐々に水温があがってきて、みんなで泳いだ。私は泳げないので、上野さんに仰臥位で海に浮かぶコツを教えてもらったが、やはり浮かばなかった。上野さんはいつまでもどこまでもプカプカと海に浮いていることができていて羨ましかった。途中より、長谷部さん・小笠原さんも合流し、浮き輪を借りてきてもらった。浮き輪があるので、私にはもう怖い物はなかった。時々何かの魚が足に攻撃を仕掛けてくる以外は、何事もなく海を漂うことができた。

13時にはロビーに集合しなければならず、9時半頃には部屋に戻り帰り支度を整えた。帰り支度を早めに行ってよかった。貧乏だった私は、50ドル紙幣を一枚持っているのを発見し、少しうきうきしながら50ドルを使い切るために、部屋をあけ荷物を一旦ロビーに預け、再び買い物に出かけた。

3泊5日のグアムは、最初は長いように感じられたが、意外に早く終わってしまった。予め購入して出かけた小説を読む時間などどこにもなかった。言ってみたいと思いつつも出かけられない場所もたくさんあった。もし機会があればもう一度来たいと思った。

帰りの飛行機は全く揺れがなく、安定した飛行であった。疲労感もあったのか、大半の時間を眠って過ごした。なんの恐怖感もなく、無事成田空港に到着。なんとなく安堵した。やはり住み慣れた日本が一番よいものだ。早く家に帰ってゆっくり眠りたいと思った。
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